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コンクリート長寿命化施工技術の具現化と実践的育成手法の確立

浮穴勝 (金下建設株式会社)

事業概要

＜背景＞

＜事業内容＞

＜課題となっていた点＞

コンクリートの施工・管理・工夫に対する技術
力は経験に依存するが、施工機会の激減と深
刻な技術者不足により技術継承ができていな
い状況である。また、その技術は最低限満足し
なければならない規定以外は曖昧な表現と
なっている現状がある。

橋梁下部工等の施工現場において、継続的に試験施工や実践的な指導を行い、施工及び
管理技術の具現化と実践・体感による効率的・効果的な指導・育成手法の確立に取り組んだ。

現場条件に合った施工・管理・工夫を効果的に実践するには、膨大な経験から得られる技術
力が必要であるが、経験できる新設の施工機会が激減している。少ない施工機会を効果的に
活かし、長寿命化施工技術を実践し、技術継承していく手法の確立が必要であった。

技術の概要

【成し遂げた技術】
コンクリート工場の選定・受入確認・温度管理等
の施工管理や締固め・天端仕上げ等の各施工段
階において、若手技術者や鉄筋・型枠・打設作業
従事者を対象に、『自分で見る』、『触る』、『効果
検証する』といった実践的指導を行い、さらにその
結果を自分たちで評価し『見える化』することで、
長寿命化施工技術の具現化と効率的に技術力と
意識の向上を図る実践的育成手法を確立した。

成果
コンクリートの品質向上（長寿命化）には、物・方法・技術力・
意識の向上が不可欠であり、技術者・作業者・製造者の意思統
一があってこそ達成できると考えています。今回の2工事での
取組みにより、具現化した施工技術や実践的育成により、携
わった者の技量・意識は確実に向上し、これら取組みが評価さ
れ近畿地方整備局より、元請だけでなく協力業者も表彰を受け
たことで、改善意欲の向上とプライドが生まれ、さらに良い物を
造ろうというプラスのスパイラル効果となっている。この技術（手
法）を継続・改善・展開して行くことで、効果的な技術・意識の
向上と次世代への継承が達成できると考える。
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打重ね線（目視）

確認できず 確認できず 確認できず 確認できるが薄い はっきり確認できる
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再振動 有り（1層目、2層目ともに、上記時間間隔で実施）

打重ね線（目視）
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試験施工結果（N式貫入量）

【管理方法】④ 確実な品質管理の実施

現場測定状況（N式貫入量） 供試体による体感
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